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太
極
拳
の
心
に
触
れ
て

　

～
小
鎚
第
７
仮
設
団
地
〜

　

大
槌
町
小
鎚
の
小
鎚
第
７
仮
設
団
地

（
55
世
帯
、
１
３
４
人
、
2
月
末
現
在
）

で
は
、
住
民
が
太
極
拳
の
準
備
体
操
を

し
て
運
動
不
足
を
解
消
し
て
ま
す
。

　

仮
設
団
地
で
は
月
、
木
曜
日
の
週

２
回
、
午
後
14
時
か
ら
40
分
間
ほ
ど
、

住
民
が
談
話
室
に
集
っ
て
体
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
4
月
18
日
（
木
）
に
、

談
話
室
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
11
人

の
住
民
が
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
、
次
い

で
ラ
ジ
オ
体
操
第
２
で
体
を
ほ
ぐ
し
、

太
極
拳
の
準
備
体
操
へ
。
呼
吸
に
気

を
配
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

動
き
を
15
分
ほ
ど
繰
り
返
し
ま
し
た
。

汗
ば
ん
で
、「
あ
つ
ー
、
あ
つ
ー
（
暑

い
、
暑
い
）」
と
い
う
声
が
漏
れ
る
ほ

ど
の
運
動
量
。
太
極
拳
そ
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
太
極
拳

の
準
備
体
操
で
、
太
極
拳
の
心
に
触

れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

指
導
す
る
の
は
若
生
美
和
子
さ
ん

（
65
）。
小
鎚
第
７
仮
設
団
地
に
住
み
、

大
槌
町
内
で
太
極
拳
を
教
え
て
い
ま

す
。
若
生
さ
ん
は
「
無
理
を
せ
ず
に

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
や

れ
る
の
が
何
よ
り
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
始
め

た
と
い
う
阿
部
山
洋
子
さ
ん
（
65
）

は
「
皆
と
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
の
が

う
れ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

体
操
が
終
わ
る
と
、
参
加
し
た
人

た
ち
は
仮
設
団
地
の
支
援
員
ら
と
協

力
し
、
近
所
で
摘
ん
で
き
た
ヨ
モ
ギ

や
ア
シ
タ
バ
な
ど
を
て
ん
ぷ
ら
に
し

ま
し
た
。
揚
げ
た
て
の
春
の
味
覚
を

味
わ
い
な
が
ら
歓
談
す
る
笑
顔
か
ら

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
共
同
体
）

が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
仮
設
住
宅
で
初
め
て
知
り
合
っ

た
人
た
ち
が
、
旧
知
の
仲
の
よ
う
に

親
し
く
な
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
槌

町
な
ら
で
は
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

和
紙
の
温
か
さ
に
ひ
か
れ
て

　

～
大
槌
ち
ぎ
り
絵
の
会
〜

　

大
槌
町
内
に
「
大
槌
ち
ぎ
り
絵
の

会
」
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
多
く
が

被
災
し
、
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
ち
ぎ
り
絵
が
持
つ
独
特
の
温

か
さ
か
ら
、
厳
し
い
環
境
を
乗
り
切

る
勇
気
と
力
を
も
ら
い
、
制
作
活
動

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
は
20
年
ほ
ど
前
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
は
9
人
。
６
人
が
仮
設

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
月
1
回
、

大
槌
町
内
の
大
ケ
口
多
目
的
集
会
所

に
集
ま
り
ま
す
。
作
品
を
持
ち
寄
っ

て
批
評
し
合
っ
た
り
、
画
題
を
決
め

た
り
し
ま
す
。
指
導
す
る
の
は
、
北

上
市
内
に
住
む
、
ち
ぎ
り
絵
講
師
の

山
崎
亮
子
さ
ん
（
70
）。
大
槌
町
本
町

で
洋
品
店
を
営
ん
で
い
て
被
災
し
、

北
上
市
に
避
難
し
ま
し
た
。
月
1
回
、

電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
大
槌
町

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

5
月
9
日
の
午
後
、
大
ケ
口
多
目

的
集
会
所
を
訪
ね
ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
は
、
仮
設
住
宅
で
制
作
し
た

作
品
を
持
ち
寄
っ
て
き
ま
し
た
。「
姫

路
城
」「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
」「
ゆ
り
の

里
」・
・
・
。
手
で
す
い
た
和
紙
が
温

か
さ
を
醸
し
出
し
、
和
紙
の
ち
ぎ
れ

た
部
分
が
質
感
を
高
め
、
ち
ぎ
り
絵
特

有
の
風
合
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

指
導
す
る
山
崎
さ
ん
は
、
ち
ぎ
り

絵
の
魅
力
を
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

「
絵
は
平
板
で
な
く
、
温
か
い
。
制
作

す
る
た
び
に
新
た
な
発
見
も
あ
る
。

奥
が
深
い
で
す
」

　

津
波
で
夫
の
幸
治
さ
ん
（
享
年
75
）

を
亡
く
し
た
柏
﨑
和
子
さ
ん（
72
）は
、

震
災
後
、
ち
ぎ
り
絵
を
始
め
ま
し
た
。

「
仮
設
住
宅
で
独
り
ぽ
つ
ん
と
し
て
い

た
時
に
始
め
ま
し
た
。
気
持
ち
を
落

ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

3年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜

　

永
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
釜
石
山
田
沿
岸
道
路
の
大
槌
工

区
が
先
月
着
工
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
多
く

の
人
々
の
労
苦
を
振
り
返
る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

宝
暦
５
（
１
７
５
５
）
年
、
三
陸
沿
岸
を
襲
っ
た
大
飢

饉
で
、
餓
死
者
が
続
出
し
た
。
そ
の
惨
状
に
牧ぼ

く

庵あ
ん

鞭べ
ん

牛
ぎ
ゅ
う

和
尚
は
、「
せ
め
て
交
通
の
便
さ
え
よ
か
っ
た
ら
、
こ
れ

ほ
ど
の
死
者
が
出
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
、
72
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
道
の
開
削
に
生
涯
を
捧
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

歳
月
が
流
れ
、
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
、
国
道
45
号

線
の
全
線
開
通
以
来
、
産
業
経
済
や
観
光
面
か
ら
も
交
通

量
は
増
し
「
陸
の
孤
島
」
と
言
わ
れ
た
三
陸
沿
岸
も
、や
っ

と
道
路
交
通
網
の
恩
恵
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
今
、
よ
り
速
く
安
全
で
快
適
な
道
路
を
目
指
し

て
、
三
陸
沿
岸
は
、
高
速
道
の
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
気
が
早
い
が
完
成
す
る
と
仙
台
ま
で
２
時

間
半
。
日
帰
り
で
用
事
が
済
ま
せ
ら
れ
る
時
代
が
到
来
す

る
。
道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
。
先
を
見
越
し
た
動
き
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
っ
て
、
大
槌
川
と
小
鎚
川
の

上
流
に
防
災
集
団
移
転
等
に
よ
る
居
住
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
三
枚
堂
地
区
か
ら
大
ケ
口
地
区
へ
の
ト
ン
ネ

ル
化
は
、
日
常
生
活
や
災
害
時
の
対
応
道
路
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
。　
　

　

現
在
、
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
向
け
て
町
議
会
と
一
体
と

な
っ
て
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　

し
か
し
国
は
、
採
択
に
消
極
的
で
、
そ
の
道
の
り
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
町
民
の
新
た
な
悲
願
と
し
て
、
諦
め

ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

久
遠
の
と
き
を
超
え
て
、
牧
庵
鞭
牛
和
尚
の
執
念
に
思

い
を
馳
せ
る
。

�

（
碇
川　

豊
）

②
「
命
の
道
」
実
現
を

町
長
随
想

PHOTO  まちかど

　「勤務している赤浜の印刷会社の周辺で撮影しました。
『ホーホケキョ』と鳴くのは、縄張りを主張するオスです。

ウグイスは昆虫やクモ類を捕食しますが、警戒心が強く、撮
影できたのは珍しいことではないでしょうか」�
� 【５月９日、三浦寧史さん撮影】

　「大槌川上流の渋梨地区で撮影しました。田植え機を使っ
て田植えをし、機械で植えることができない田んぼの隅は、
手植えする。震災前から変わらぬ田園風景を見ると、ほっ
としますね」
� 【５月 19 日、伊藤陽子さん撮影】

　総合政策課では読者の皆様からのニュース提供をお待ちしています。町民の方々に広く知ってほしい出来事があれば、お知らせください。「PHOTO
まちかど」への写真投稿も歓迎です。変容する町の姿、震災前から変わらない町の光景を写真で切り取り、お寄せください。また、広報紙への感想や
提言を、お送りください。　　 総合政策課　復興まちづくり班　℡ 0193-42-8724　E-mail：hiroshi.t@town.otsuchi.iwate.jp
※はがき、手紙の場合は、住所、氏名、連絡先（電話番号など）を明記のうえ、〒 028-1192　大槌町上町 1-3　大槌町役場総合政策課・広報紙担当へ

大槌町カレンダー　6 月 5 日（水）〜 7 月 4 日（木）
日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

  5（水） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

  6（木）
のびのび広場（9：30 〜）
さわやかストレッチ教室 (13：30 〜 )
心配ごと相談（9：30〜12：30）
無料法律相談（11：00〜16：00）

午前：内科、外科
午後： 内科

  7（金） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科
午後：内科

8（土） 完全休診（急患受付なし）

9（日） 完全休診（急患受付なし）

10（月） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、整形外科
午後：内科

11（火） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、外科、眼科
午後：内科、皮膚科

12（水） のびのび広場（13：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、整形外科、皮膚科

13（木） のびのび広場（9：30 〜）
心配ごと相談（9：30〜12：30）

午前：内科、外科
午後：内科

14（金） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科
午後：内科

15（土） 大槌河川漁協組合遊漁証発行日 完全休診（急患受付なし）

16（日） 大槌河川漁協組合遊漁証発行日 完全休診（急患受付なし）

17（月） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、眼科
午後：内科、整形外科

18（火） のびのび広場（9：30 〜）
栄養教室

午前：内科、外科
午後：内科、皮膚科

19（水） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

20（木）
のびのび広場（9：30 〜）
さわやかストレッチ教室 (13：30 〜 )
元気活きいき運動教室 (13:30 〜 )
心配ごと相談（9：30〜12：30）

午前：内科、外科
午後：内科

21（金） のびのび広場（9：30 〜）
いわて就職面接会Ⅱ

午前：内科
午後：内科

22（土） 日本脳炎予防接種 完全休診（急患受付なし）

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来
23（日） 無料労働相談会 完全休診（急患受付なし）

24（月） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、整形外科
午後：内科

25（火） のびのび広場（9：30 〜）
栄養教室

午前：内科、外科、眼科
午後：内科、皮膚科

26（水） のびのび広場（13：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、整形外科、皮膚科

27（木）
のびのび広場（9：30 〜）
心配ごと相談（9：30〜12：30）
無料法律相談（11：00〜16：00）

午前：内科、外科
午後：内科

28（金） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科
午後：内科

29（土） 日本脳炎予防接種 完全休診（急患受付なし）

30（日） 無料労働相談会 完全休診（急患受付なし）

7月
  1（月） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、眼科

午後：内科、整形外科

  2（火） のびのび広場（9：30 〜）
高齢者生きがいセミナー

午前：内科、外科
午後：内科、皮膚科

  3（水） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

  4（木） のびのび広場（9：30 〜） 午前 : 内科、外科
午後 : 内科

※�のびのび広場では、大槌保育園を解放し、親御さんや子どもた
ちの交流の場を提供します。

    大槌町地域子育て支援グループかりん　℡ 0193-42-2570

※�心配ごと相談は、大槌町社会福祉協議会で実施しています。相
談内容についてはお問い合わせください。

   大槌町社会福祉協議会　℡ 0193-41-1511




